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 私とゲーム 
 国際ことば学院日本語学校 Jクラス テュウタ エー 

 

 「将来何をしたいですか？」と聞かれたら、私はいつも
「ゲーム開発者になりたい」と答えます。なぜならそれが幼
いころからの夢だからです。 
 

 20年前のある日、私は父から日本のニンテンドーゲーム
ボーイアドバンスをプレゼントしてもらいました。まだ幼
かった私は、そのような機械を一度も見たことがなく、バッ
テリーが充電でき、小さな画面から様々な色も投影できるこ
の機械にとても驚きました。何より驚いたのは、ゲームのア
ニメーションでした。ゲーム自体は、子供の私にとっては難
しくあまり続けられませんでしたが、アニメーションはとて
も綺麗で、最新技術を使った3次元のゲームよりも美しいと
私は思いました。 
 

 初めてしたゲームは、「ポケットモンスターリーフグリー
ン」というゲームで、ポケモンはアニメでは見たことはあり
ましたが、ゲームがあることは知りませんでした。そのゲー
ムからRPGというゲームのジャンルも知り、「ファイアエム
ブレム烈火の剣」というゲームもやりました。 
 

 それらのゲームをしたのがきっかけで、アニメーションに
興味をもつようになりました。アニメーションというのは、
イラストを１枚ずつ描いて、動いているように見せることで
す。だから、絵とプログラミングを自ら調べて勉強しまし
た。また、たくさんのゲームをやり、このゲームはどのよう
な人たちに向けてのゲームか、キャラクター設定の意図な
ど、ゲーム理論についても勉強しました。大学生になってか
らは、アニメーションのバイトを始め、沢山のイラストを描
きアニメCMの制作にも携わりました。今は、イラストをコ
ンクールに出してみたり、隙間時間をみつけて、少しずつ自
分のゲームを開発中です。目的やキャラクター設定など、
ゲーム理論をたて、イラストを描き、プログラミングをして
いきます。完成に向けて頑張っています。 
 

 ２０年前にあのゲームをもらっていなかったら、今私はど
こで何をしているだろうと思う時があります。 

 私は日本語学校を卒業したらゲーム関係の専門の学校に通
い、いずれは日本のゲーム会社で働きたいと考えています。 
 

 ゲームは私にとってかけがえのないものです。 
 
 

 

↑テュウタ エーさんが
描いたオリジナルの 

イラスト 
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帰ってきたよ！KKGワールドフェスティバル2023‼                       

3年ぶりの開催となったワールドフェスティバル、従来の良さを残

しつつ、入学希望者募集に重点を置いた。 

初日（７月２９日（土））は本校へ入学希望をする学生を対象の

オープンキャンパス。従来の模擬授業に加え、民族衣装や各国の

遊び体験などの催し物も用意した。アジアンカフェは初のチケッ

ト制にした。来客は全員予約制にし、67人のお客様をお迎えし

た。来年度の新入生募集につながることを切に祈る。 

二日目（7月30日（日））は在校生と学校関係者との交流を目的

に掲げた。内容はアジアンカフェ、ステージと世界のお茶三つの

ブースに絞った。新型コロナ感染症がまだ収束していない中、お客様を従来通り呼

ぶべきか、ある程度控えたほうがいいかなど集客には頭を悩ました。結果、多くの

在校生がアルバイトを休めな

い事情もあり、期待したほど

の盛り上がりにはならなかっ

たが、新旧コースや学科を超

え、一年生と二年生が、留学

生と日本人が、先生と学生が

共に作業することで、授業で

は得られない温かい交流と啓

発の場となったことが一番の

収穫であった。参加した学生

の充実感に満ちた表情をご覧

ください。（小林） 

          

「韓国留学を目指した

きっかけ」   

      片井優芽 

私が韓国留学をしたいと

思ったのは小学校6年生の

時でした。当時も韓国語を

独学で勉強していたのです

が、ある日テレビに映った

韓流アイドルの後ろで通訳

をしている通訳者の姿を目

にしました。その時、初めて通訳・翻訳の仕事を知

り、私もその方と同じように言語間の壁を崩して互

いに違った言葉を使う人々のコミュニケーションを

助けられるような人になりたいと思いました。その

後、高校卒業後の進路を決める際に「通訳者・翻訳

者になるには韓国で勉強する必要がある」という考

えに至り、韓国留学を決心しました。 

次号は「留学までのストーリー」                     

就職支援室より                      

連日暑い日が続いておりますが、皆様いかがお

過ごしでしょうか？学生たちも汗だくになりな

がらスーツを着て頑張っています。そして、今

年度は求人数も回復傾向にあり、内定も早々に

獲得できています。その中で、2名の学生が富

士山静岡空港で「空港保安業務」として働くこ

とが久しぶりに決まり、来年4月から国内線や

国際線を利用するお客様の搭乗手続き業務で活

躍が期待されます。また、学校内で行われる会

社説明会も引き続き開催予定で、就職を希望す

る学生が一人でも多く内定を頂けるようサポー

トしていきます。（山西） 

 

 

 

  

 

シ リー ズ안녕하세요‼ 

episode1 

アニョハセヨ‼ 
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 ７月８日（土）に静岡市
葵区にて青年会議所主催東
海フォーラム2023が開催
されました。当校の学生の
チャビーさん（インド出
身）とマリーシャさん（ス
リランカ出身）がイベント
に参加し、それぞれの国の
踊りを披露しました！ 

 １か月前から二人とも授
業後に学校に残って練習
し、準備を頑張っていまし
た！当日はいつもの雰囲気
とはガラッと変わりとても
かっこよかったです★ 

 今年も笹をいただき、みんなで短冊に願い事を
書きました！ユーモアあふれるものや、感動す
る願い事など様々な願い事でいっぱいになりま
した。そこで今回、素敵だなと思った２名の願
い事をご紹介します！➡何かを願うという時
に、自分のことではなく、他の人や動物の幸せ
を願えるってすごいですよね。みんなの願いが
どうか天まで届きますように、、、★彡 

 そして７月７日（七夕の日）、校長と事務員
はサプライズで浴衣を着用しました！学生達は
驚いた様子で、「素敵ですね！」「私も着たい
です！」と興味を持ってくれ、学校全体が盛り
上がり楽しい１日となりました！学生たちに日
本の文化を少しでも知ってもらい、体験しても
らえるよう学校としてもイベントは大事にして
いこうとあらためて思いました。 

海野様、笹のご提供ありがとうございました！ 

 ７月22日（土）みなくるにて、入国が
遅 れ た ４ 月 生（12名）と ７ 月 生（19
名）、短期生（1名）の入学式を行いまし
た。今回は１年生のアムナさんがネパール
のダンスを披露してくださいました！まだ
入国してわずかですが、クラスの仲の良さ
が伝わる式となりました。 

 これからの学校生活、健康第一
で楽しく日本語の勉強を頑張って
ほしいと思います。 

 日本の伝統文化に触れるために、浴衣の着付け体験をしました。その
日、男女に分かれ、学生たちは浴衣の着付けの基本を学びました。着付け
の先生に来ていただき、浴衣の歴史などについてのレクチャーのあと、
さっそく実際に浴衣を身に着ける体験が始まりました。着付けの際に気を
つけるポイントも教えてもらって、自分で着ることができました。先生方
が、一人ひとり丁寧に着付けをサポートしてくれました。浴衣を着ると、
みなさん、気品ある姿になりました。 

 浴衣の着付け体験は、学校の中で日本の伝統に触れる貴重な機会でし
た。伝統文化を学ぶことで、日本の文化やルーツへの理解が深まるととも
に、異文化を尊重する心を育ててることができたと感じています。これか
らも学生にはさまざまな文化体験をしてほしいと思います。（小坂）  
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★ミャンマー星&静岡雙葉Peace Project @MARK IS 静岡★ 

 5月14日、『みんなのSDGs』というイベントに参加した静岡雙葉高校さんからご招待いた
だき、「ミャンマー星」作りのワークショップを開かせていただきました。ありがとうございまし

た。多くの方がご来場くださり、お子さんたちとミャンマー星を

作ってくださいました。未だに空爆、拘束、虐殺が繰り返され

ていることを訴えると、「なぜテレビで報道されないんですか」

という素朴な疑問を口にされるご家族もいらっしゃいました。

これをきっかけに、ミャンマーの現状に関心を持ってもらえたら幸いです。 

◆未来発見！お仕事体験フェア～by 静岡県職業教育振興会 富士川楽座にて～◆       

 ７月1５日、4校の専門学校の皆様とともに、参加させていただきました。「日本語

教師」が今後、国家資格となり「登録日本語教員」という名称に変わっていきます。

日本語を学習する機関によっては、この資格が必須となる機関もあります。これを

機会に、選ばれる仕事になってほしいと今回出展しました。 

 中高生用とお子さんたち用体験メニューを準備しましたが、結果としてお子さん

たち33人、保護者の方々28人が立ち寄ってく

ださいました。お子さんたちは、オジナルすごろ

くを当校学生と一緒に作り、遊びながら、「僕のクラスにも〇〇人の転校生が

いるよ。明日、話してみる！」と言ってくれました。また、ご家族の方の中には

「日本語教師とかボランティアとか、以前から興味があったけど、なかなか踏

み出せずにいたんです」とおっしゃる方もいらっしゃいました。少しですが、輪

が広がったような気がしました。このような機会をありがとうございました。 

 ●富士登山●   晴天に恵まれた7月31日、1年生と2年

生の希望者32名が富士山に出かけました。「それぞれのペースで

登れるところまで」を目標に、富士登山に挑みました。今年は11名

の学生が見事登頂に成功、最高峰剣ヶ峰への登頂やお鉢巡りまで

楽しみました。頂上から下山の際は、空に虹が架かる自然のサプラ

イズも！6合目からの宝永山ツアーでは、宝永山の雄大な景色を

見ながらお弁当タイムを満喫しました。登山経験の豊富な小堺様、

梶谷様、高橋様にお手伝いいただき、全員無事に楽しい思い出と

ともに下山することができました。ありがとうございました。 
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 在校生希望進路（8月10日現在） 

 ・専門学校 20名（介護・自動車など） 

 ・就職   7名  （介護・農業など） 

 ・帰国   1名 

 5月23日に梅田で行われた進学説明会へ

行ってきました。会場には大阪の日本語学校

を中心に賑わいを見せていました。学生たち

は初めはその雰囲気に少し圧倒されていたよ

うですが、徐々に自分たちの希望の分野が勉

強できる学校のブースに座り、熱心に話を聞

き、質問をしていました。 

 奈良というまだまだ留学

生の少ない土地柄もあり、

このような場所で他校の学

生の様子を見ることも、よ

り刺激になります。ぜひ、

これを起爆剤にして、希望

の進路に進むべく、勉強と

情報収集に積極的に取り組

んでもらいたいものです。 

 専門学校の受験シーズンが始まりました。昨年

からの留学生の増加を受け、今年度は非常に厳し

い競争が予想されますので、早めの準備、早めの

受験が求められます。7月下旬には本校今年度初

の入試がありました。ここから10月下旬ごろにか

けては受験ラッシュとなりますので、書類の準備

と面接の受け答えの練習を中心に指導をして、希

望の進路へ送り出せるよう、しっかりとサポート

をしていきたいと思っています。 

 6月2日にインドネシアから修学旅行に来た

高校生およそ40名が、本校を訪れ、特別体験

授業を受けました。昨年12月に続き二回目と

なりますが、今回は本校のインドネシア人学

生に加え、ネパール人学生も手伝ってくれ

て、賑やかな雰囲気の中で授業が行われまし

た。高校生たちは笑顔で積極的に参加し、日

本語に興味津々。短い時間でしたが、本校の

学生にとっても、異なる文化圏の人と触れ合

う 良 い 機 会 に

な り ま し た。

こ の よ う な 活

動 が 日 本 の 魅

力 を 伝 え る 一

助 に な れ ば と

思います。 

ど ん な 勉 強 や っ て る の ？ 

 A1クラスで授業の一環として、ウソ

新聞を作りました。今回は情報文という

ことで、５W１Hをおさえ、必要な情報

を伝えるということに重点を置いて記事

を作成し、グループで新聞と同じサイズ

の模造紙にそれぞれの記事をまとめまし

た。各グループ、レイアウトの相談をし

たり、作業分担をしたりと、協力をしな

がら紙面の作成に臨みました。どのグ

ループも熱心に作業に取り組み、新聞の

題字や日付の配置にとどまらず、広告、

為替相場、クロスワードまで模倣するグループもありました。正

直、驚いてしまいましたが、紙面をつぶさにながめ、どんな情報

が詰め込まれているかを知ることができたという意味では、良

かったのではないかと思います。 
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＜編集後記＞毎日、溶けるような暑さが続いていますが、みなさまいかがお過ごしでしょうか。   

校内ではマスク姿が少しずつ減り、「あぁ～そういう顔をしていたんだぁ」と新たな発見！が近頃の密

かな楽しみになりつつあります。             編集長：山田/ 編集：池ヶ谷、青山、佐藤                          

〒422-8076 静岡県静岡市駿河区八幡3-2-28   TEL:054-284-8383 / FAX:054-284-8338 

WEBSITE:http://jp.kotoba.ac.jp             E-MAIL:info@kotoba.ac.jp 

〒422-8062 静岡県静岡市駿河区稲川3-9-4   TEL:054-270-7091 / FAX:054-286-7091 

WEBSITE:http://sp.kotoba.ac.jp             E-MAIL:ask@kotoba.ac.jp 

〒416-0944 静岡県富士市横割1-6-16   TEL:0545-30-8680 / FAX:0545-30-9558 

WEBSITE:http://fujisan.kotoba.ac.jp      E-MAIL:fujisan@kotoba.ac.jp 

〒633-0053 奈良県桜井市谷10-1   TEL:0744-44-2424 / FAX:0744-47-2430 

WEBSITE:http://yamato.kotoba.ac.jp    E-MAIL:yamato@kotoba.ac.jp 

学校法人 国際ことば学院 お知らせ  

KKGサポーターズ ＜episode1＞ 

                      名倉 培之                      

 昨年度から奨学会の評議員としてお手伝いしております。

ことば学院との関わりは、麻機に校舎があった頃から始まり

ました。文化祭を見学したり、学生とも交流するうちに、末

續先生の勧めもあり、留学生の保証人、最近ではフレンド

シップファミリーとして交流が続いています。 

 英語が得意でもない私が外国語や文化に興味を持ったきっか

けは、大学のとき授業で隣に座ったマレーシア留学生との出

会いでした。彼らの里帰りに同行し、固い床での雑魚寝やモ

スクでのお祈りなど、カルチャーショックを受けながらも、

手でカレーやドリアンを食べたりする中で、異文化に対する

好奇心が目覚めました。言葉がわかったらもっと楽しいです

よね。 

 今は海外に行かずとも日本に在留する外国人との交流により

そのような経験ができます。そんな気持ちで楽しみながら、

また、彼らが日本語を学ぶ大変さを共有するためにも、新た

な言語に挑戦したいと思っています。 

国際ことば学院外国語専門学校 2024年度入学案内 

◆入学試験： ①10月21日（土） 出願締切：10月  6日（金) 

       ②11月18日（土） 出願締切：11月  2日（木） 

       ③12月  9日（土） 出願締切：11月30日（木） 

       ④  1月20日（土） 出願締切：  1月12日（金） 

※入学定員になり次第、締め切りとなります。予めご了承ください。 
専門学校HP 

詳しくはこちらから 

富士山日本語学校 第９回感謝際 入場無料 

◆日時：10月1日（日）13：00～16：00   

◆場所：富士市交流プラザ 2階 多目的ホール （富士市富士町20-1） 

※詳細につきましては、９月中旬発行の「富士山の風」や学校ホームページにてお知らせいたします。 


